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　平成29年の改正社会福祉法で定められた「包
括的な支援体制の整備」により、高齢者や障害
者といった対象別の福祉行政の運営は転換を求
められました。施行から５年が経過しようとす
る今もその体制整備に向けた模索が続きます。
　本特集では、地域福祉推進の観点とともに、
取り組み事例も交えながら包括的な支援体制と
は何か、体制整備を進める上でのポイントは何
かを考えます。

写真上から
包括的な支援体制に向けた分野横断の合同会議（芦屋市）

どんな人でも安心して集える地域の居場所「まごのて」（芦屋市）
共に体験することでお互いの心の距離が少しずつ縮まる。当事者の居場所「みんなのいえ」（赤穂市）
「ひきこもり」と「ピザづくり」をテーマに誰もが自由に集まれる機会（淡路市）
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包
括
的
な
支
援
体
制
が　
　

求
め
ら
れ
る
背
景
と

法
律
上
の
位
置
づ
け

福
祉
制
度
の
充
実
と
と
も
に
、「
一
人
暮
ら
し
の

祖
母
に
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
」「
外
出
時
の
移
動

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
自
ら
相
談
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
人
に
は
窓
口
へ
の
相
談
が
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。
た
だ
問
題
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

で
困
り
ご
と
を
表
せ
ず
に
、
課
題
が
深
刻
化
・
複
合

化
し
、
孤
立
を
深
め
て
い
る
人
た
ち
へ
の
対
応
で
す
。

ま
た
、
高
齢
者
や
障
害
者
、
児
童
、
生
活
困
窮
者
な

ど
対
象
別
の
制
度
を
ベ
ー
ス
と
し
た
縦
割
り
の
対
応

で
は
、
機
関
同
士
の
連
携
や
複
合
的
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
に
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
背
景
に
、
平
成
29
年
と
令
和
2
年
の
改

正
社
会
福
祉
法
で
は
、「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」

に
向
け
て
、「
地
域
福
祉
の
推
進
」
を
図
り
な
が
ら

制
度
の
狭
間
や
複
合
的
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

地
域
づ
く
り
を
基
盤
に
し
た
「
包
括
的
な
支
援
体
制

の
整
備
」
を
行
政
の
責
務
で
進
め
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
令
和
２
年
に
追
加
さ
れ
た
「
重
層
的
支
援

体
制
整
備
事
業
」（
以
下
、「
重
層
事
業
」）
は
、
包

括
的
な
支
援
体
制
づ
く
り
の
手
段
の
一
つ
（
任
意
事

業
）
と
し
て
制
度
化
さ
れ
た
も
の
で
す
【
図
表
１
】。

包
括
的
な
支
援
体
制
と
は 

何
か

包
括
的
な
支
援
体
制
は
、【
図
表
２
】に
示
す
よ
う
に
、

身
近
な
圏
域
で
の
「
住
民
の
地
域
福
祉
活
動
へ
の
参

加
を
促
す
環
境
づ
く
り
」「
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
生
活

課
題
の
相
談
に
応
じ
る
体
制
づ
く
り
」、
市
町
域
で

の
「
多
機
関
協
働
に
よ
る
支
援
体
制
づ
く
り
」
と
い

う
三
本
柱
で
構
成
さ
れ
、
対
象
に
と
ら
わ
れ
な
い
横

断
的
な
支
援
を
目
指
す
も
の
で
す
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
重
要
な
の
は
、

一
人
一
人
の
存
在
が
認
め
ら
れ
、
役
割
を
発
揮
で
き

る
場
や
機
会
を
地
域
に
つ
く
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は

制
度
化
だ
け
で
つ
く
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
生
活

課
題
の
早
期
発
見
や
、
社
会
的
孤
立
を
予
防
し
社
会

関
係
を
広
げ
る
こ
と
を
目
指
し
た
地
域
住
民
と
専
門

職
の
協
働
が
不
可
欠
で
す
。
そ
こ
で
、
包
括
的
な
支

援
体
制
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ
を
深
め
る
た
め
の
取
り

組
み
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

包
括
的
な                  

支
援
体
制
づ
く
り
の
実
際

芦
屋
市
で
の
取
り
組
み

芦
屋
市
の
包
括
的
な
支
援
体
制
づ
く
り
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
抱
え
て
い
た
多
問
題
・
複
合

支
援
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
世
帯
に
向
け
た
支
援
の
検
討

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。「
多
重
債
務
の
解
決
に
必
要

な
法
律
的
な
知
識
が
な
い
た
め
、
ど
う
支
援
し
た
ら

地域共生社会
＝全ての人が地域の一員として自分らしく生き生きと暮らせる社会

地域共生社会の実現〔第４条第１項〕

地域福祉の推進〔第４条第２項〕

国及び地方公共団体の責務〔第６条〕

包括的な支援体制の整備〔第106条の３〕

重層的支援体制整備事業〔第106条の４〕

※厚生労働省の図に基づき一部加工・追記

【図表1】社会福祉法における地域共生社会、施策、
事業の位置づけ

第106条の3
第1項第１号

同第２号

同第３号

※厚労省「市町村職員を対象とするセミナー（令和４年6月）」の資料を参考に作成

圏域 構成要素 活動や仕組みの例 法の位置づけ

住民に
身近な
圏域

市町域

住民の地域福祉活動への参加
を促す環境づくり

さまざまな地域生活課題の相
談に応じる体制づくり

多機関協働による支援体制づ
くり

サロン等、住民の交流の
機会づくり

住民同士の見守り、地域
での見守り等の話し合
いへの専門職の参加

地域ケア推進会議、セー
フティーネット会議

【図表2】社会福祉法上の包括的な支援体制の構成要素
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い
い
か
わ
か
ら
な
い
」「
障
害
が
疑
わ
れ
る
世
帯
へ

の
支
援
者
が
い
な
い
」
と
い
っ
た
課
題
を
解
決
す
る

た
め
、平
成
22
年
に
法
律
的
な
支
援
も
期
待
さ
れ
る「
権

利
擁
護
セ
ン
タ
ー
」
や
、
平
成
23
年
に
行
政
庁
内
で

の
横
断
的
な
支
援
の
た
め
の
「
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト

担
当
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ど
ん
な
相
談
も

受
け
止
め
る
「
総
合
相
談
窓
口
」
を
設
置
し
、
運
営

は
市
社
協
が
担
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
か
ら
は

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
と
一
体
的
に
運

営
し
て
、
つ
な
ぎ
先
の
な
か
っ
た
相
談
も
継

続
的
な
支
援
が
可
能
な
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
か
ら
の
相
談
は
民
生
委
員
や
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
ほ
か
、
市
役
所
の
健
康
保
険
・

税
金
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
窓
口
に
寄
せ
ら
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
各
窓
口
で
は
対
応
が
困
難

な
相
談
を
効
果
的
に
関
係
先
へ
つ
な
げ
ら
れ

る
よ
う
、
福
祉
分
野
を
超
え
た
庁
内
８
部
17

課
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
情
報
共
有
シ
ー
ト

の
開
発
や
事
例
検
討
を
通
じ
て
共
通
理
解
を

深
め
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
小
学
校
区
で
は
自
治
会
や
地
区

福
祉
委
員
会
な
ど
に
よ
る
「
小
地
域
福
祉
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
」、
中
学
校
区
で
は
住
民
と
専

門
職
と
の
連
携
を
図
る
「
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
」
な
ど
と
、
地
域
を
基
盤
と
し
た
協

議
体
で
構
成
さ
れ
る
「
地
域
発
信
型
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
が
整
備
さ
れ
、
高
齢
者
の
見
守
り

や
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
向
け
て

住
民
と
専
門
職
が
協
働
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
【
図
表
３
】。

令
和
４
年
度
に
は
市
の
地
域
福
祉
計
画
を

改
定
し
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
包
括
的
な
支
援
体

制
と
し
て
重
層
事
業
に
位
置
づ
け
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
相
談
支
援
や
地
域
づ
く
り
支
援
を
通
じ
て
、「
家

以
外
で
の
居
場
所
が
ほ
し
い
」「
仲
間
が
ほ
し
い
」「
地

域
で
働
き
た
い
」
と
い
っ
た
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
こ
れ

に
応
じ
た
居
場
所
な
ど
が
地
域
に
広
が
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
重
層
事
業
を
所
管
す
る
市

福
祉
部
地
域
福
祉
課
保
健
師
の
岡
本
ち
さ
と
氏
は「
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
庁
内
や
市
社
協
と
振
り
返
る

中
で
、
相
談
支
援
や
地
域
づ
く
り
を
一
体
的
に
進
め

る
た
め
に
は
、
社
会
へ
の
参
加
支
援
が
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
」
と
語
り
ま
す
。

今
後
、
芦
屋
市
で
は
、
さ
ら
に
庁
内
連
携
体
制
の

強
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
居
場
所
の
現
状

分
析
を
通
じ
て
、
居
場
所
で
相
談
を
受
け
止
め
る
体

制
整
備
や
、
団
体
・
企
業
と
の
協
働
に
よ
る
多
様
な

居
場
所
づ
く
り
を
進
め
、
相
談
・
社
会
参
加
・
地
域

づ
く
り
の
一
体
的
な
展
開
を
目
指
し
ま
す
。

県
内
で
は
、
令
和
４
年
度
、
芦
屋
市
を
含
む
10
市

町
が
重
層
事
業
（
移
行
準
備
事
業
を
含
む
）
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
重
層
事
業
は
実
施
せ
ず
と
も
、

包
括
的
な
支
援
体
制
づ
く
り
に
つ
な
が
る
動
き
と
し

て
、
引
き
こ
も
り
の
方
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
協
働
で
進

め
て
い
る
次
の
例
も
あ
り
ま
す
。

包
括
的
な
支
援
体
制
づ
く
り
に
つ
な
が
る　
　

引
き
こ
も
り
の
方
へ
の
支
援
（
例
）

【
淡
路
市
】　

・
市
社
協
や
民
児
連
、
市
人
権
教
育
研
究
協
議
会
が
、

民
生
委
員
の
協
力
で
実
施
し
た
実
態
調
査
を
き
っ

か
け
に
、
市
と
共
に
令
和
元
年
に
「
ひ
き
こ
も
り

対
策
推
進
会
議
」
を
設
置

・
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
、
市
民
向
け
の
啓
発
講
座
を

開
催

・
一
般
就
労
が
困
難
な
方
も
含
め
た
中
間
的
就
労
の

場
づ
く
り
に
向
け
た
事
業
所
へ
の
調
査
や
支
援
の

仕
組
み
の
検
討
も
実
施
中

・高齢者生活支援センター
・障がい者基幹相談支援センター
・障がい者相談支援事業
・障がい者就業・生活支援センター
・権利擁護支援センター
・家庭児童相談室
・特別支援教育センター
・保健センター
・消費生活センター
・若者相談センター
・健康福祉事務所
・ハローワーク　　等

専門相談窓口

・地区福祉委員会　・地域発信型ネットワーク
・福祉サービス利用援助事業　・生活福祉資金（貸付）
・打出いこいの場まごのて　・ボランティア活動センター
・協力事業者による地域見まもりネットワーク事業　等

社会福祉協議会

・NPO法人
・就労準備支援事業　等

関係機関

総合相談窓口

課題整理と
他制度・他機関へのつなぎ

総合相談連絡会
・相談対応の共有
・連携課題の検討

生活困窮者自立相談支援事業

地域住民
友人、知人、近隣

協 

働
相 

談

連 携

本人・家族 民生委員・児童委員・福祉推進委員等

・企画部（市民参画・協働推進室等）
・総務部（債権管理課等）
・市民生活部（保険課等）
・福祉部

・こども・健康部
（子ども家庭総合支援課等）
・都市建設部（建設総務課等）
・上下水道部（水道業務課等）
・教育委員会　　等

市役所各窓口

協 

働
協 

働

連 携
継
続
支
援

相 

談
相 

談

経済的困窮支援 社会的孤立支援

地域福祉課　生活援護課
障がい福祉課　高齢介護課等

【図表3】芦屋市の総合相談を中心とした連携体制
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【
赤
穂
市
】　

・
市
が
民
生
委
員
の
協
力
で
実
施
し
た
実
態
調
査
や
、

社
協
の
心
配
ご
と
相
談
事
業
に
お
け
る
当
事
者
か

ら
の
相
談
を
機
に
、
令
和
３
年
か
ら
当
事
者
の
居

場
所
づ
く
り
や
家
族
交
流
会
を
月
１
回
開
催

・
税
務
・
産
業
部
門
も
含
む
市
職
員
、
市
社
協
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
大
学
な
ど
も
交
え
て
学
習
・
検
討
会
を
実
施
中

包
括
的
な
支
援
体
制
づ
く
り

の
ポ
イ
ン
ト
と
課
題

こ
こ
ま
で
の
取
り
組
み
に
共
通
す
る
の
は
、
相
談

支
援
体
制
だ
け
を
ど
う
強
化
す
る
か
や
、
重
層
事
業

を
ど
う
進
め
る
か
で
は
な
く
、
社
会
的
孤
立
を
背
景

に
し
た
地
域
生
活
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
地
域

に
お
け
る
社
会
福
祉
、
つ
ま
り
地
域
福
祉
を
進
め
な

が
ら
包
括
的
な
支
援
体
制
を
つ
く
る
視
点
で
す
。

最
後
に
、
包
括
的
な
支
援
体
制
づ
く
り
の
ポ
イ
ン

ト
や
取
り
組
み
課
題
を
３
市
の
事
例
か
ら
考
え
ま
す
。

１
．
相
談
を
丸
ご
と
受
け
止
め
る　
　
　
　
　

体
制
を
つ
く
る

ま
ず
必
要
な
の
は
、
既
存
の
制
度
で
対
応
で
き
な

い
相
談
で
も
、
断
わ
ら
ず
、
丸
ご
と
受
け
止
め
る
体

制
を
整
え
る
こ
と
で
す
。例
え
ば
先
の
事
例
の
よ
う
に
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
多
重
債
務
や
障
害
が
疑

わ
れ
る
家
族
の
困
り
ご
と
を
ま
ず
は
受
け
止
め
た
り
、

福
祉
分
野
以
外
（
健
康
保
険
や
税
務
な
ど
）
の
窓
口

で
も
引
き
こ
も
り
の
方
な
ど
に
向
き
合
っ
た
り
す
る

姿
勢
が
相
談
支
援
の
根
幹
と
な
り
ま
す
。

２
．
行
政
庁
内
の
連
携
体
制
を
整
え
る

所
管
部
署
や
担
当
者
、
委
託
先
に
対
し
、
行
政
が

既
存
の
制
度
で
解
決
で
き
な
い
課
題
を
丸
投
げ
し
て

も
、
困
難
な
課
題
は
抱
え
込
ま
れ
、
結
局
は
支
援
も

行
き
詰
ま
り
ま
す
。
事
例
の
よ
う
に
、
各
窓
口
の
現

場
レ
ベ
ル
で
連
携
の
基
盤
と
な
る
検
討
会
議
を
設
け
、

地
域
生
活
課
題
へ
の
対
応
を
独
自
に
制
度
化
す
る
仕

組
み
を
市
町
域
で
進
め
る
連
携
体
制
づ
く
り
が
重
要

で
す
。
そ
の
上
で
、
所
管
部
署
や
担
当
者
に
は
、
各

窓
口
の
調
整
・
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
役
と
し
て
庁
内
連
携

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
る
か
が
問
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
組
織
改
編
や
職
員
の
異
動
を
経
て
も
庁
内

連
携
が
継
承
さ
れ
る
よ
う
、
連
携
体
制
づ
く
り
を
庁

内
・
関
係
者
の
合
意
形
成
の
も
と
で
進
め
、
地
域
福

祉
計
画
な
ど
へ
位
置
づ
け
る
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

３
．
地
域
住
民
・
行
政
・
専
門
職
な
ど
が　
　

協
働
で
進
め
る

社
会
的
孤
立
は
、
社
会
で
の
関
係
性
の
貧
困
の
表

れ
で
す
。
包
括
的
な
支
援
体
制
づ
く
り
は
行
政
の
責

務
で
す
が
、
相
談
支
援
体
制
の
強
化
ば
か
り
で
は
、

地
域
福
祉
推
進
の
主
体
で
あ
る
住
民
同
士
の
関
係
づ

く
り
は
進
ま
ず
、
と
も
す
れ
ば
、
行
政
や
専
門
職
が

住
民
や
そ
の
活
動
を
課
題
の
把
握
や
解
決
の
“
手
段
”

と
誤
解
し
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
、
社
会
参
加
の
支
援
と
地

域
づ
く
り
は
、
包
括
的
な
支
援
体
制
づ
く
り
の
ポ
イ

ン
ト
と
い
え
ま
す
。
芦
屋
市
で
も
体
制
づ
く
り
を
進

め
る
過
程
で
、「
相
談
・
社
会
参
加
・
地
域
づ
く
り

の
一
体
的
な
展
開
」
を
念
頭
に
地
域
に
あ
る
さ
ま
ざ

ま
な
居
場
所
の
価
値
を
見
出
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
行
政
や
専
門
職
が
ま
ず
は
地
域
に
出
向
き
、

住
民
の
自
然
な
形
で
の
交
流
や
支
え
合
い
を
知
る
こ

と
や
、
小
地
域
で
住
民
と
共
に
地
域
生
活
課
題
の
解

決
に
向
け
て
話
し
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

小
地
域
の
課
題
を
広
域
で
も
検
討
で
き
る
協
議
体
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
地
域
づ
く
り
や
参
加
の
場

づ
く
り
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
担
う
体
制
の
強
化
も

必
要
で
す
。

さ
ら
に
、
地
元
で
ま
ち
お
こ
し
・
防
災
・
農
林
水

産
な
ど
の
分
野
で
活
動
す
る
人
・
団
体
・
企
業
の
人
々

と
共
に
、
地
域
の
暮
ら
し
や
未
来
に
つ
い
て
考
え
る

場
を
つ
く
り
、
共
に
で
き
る
こ
と
を
探
る
こ
と
も
重

要
で
、
社
協
に
は
そ
の
調
整
役
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
包
括
的
な
支
援
体
制
づ
く
り
は
、
小

地
域
で
は
こ
れ
ま
で
の
住
民
同
士
の
交
流
や
支
え
合

い
を
ま
ち
づ
く
り
と
共
に
進
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

行
政
や
専
門
職
、
地
域
住
民
な
ど
が
で
き
る
こ
と
を

お
互
い
に
持
ち
寄
っ
て
「
の
り
し
ろ
」
を
重
ね
合
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
や
力
を
発
揮
で
き
る
体
制
づ
く
り

を
追
求
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

子
育
て
で
孤
立
す
る
人
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
さ

れ
る
子
ど
も
た
ち
か
ら
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
ま
で
、

暮
ら
し
て
い
る
誰
一
人
を
も
孤
立
さ
せ
な
い
地
域
づ

く
り
に
向
け
て
、
ま
ず
住
民
・
行
政
・
専
門
職
な
ど

が
互
い
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
話
し
合
う
こ
と
。

包
括
的
な
支
援
体
制
づ
く
り
の
一
歩
は
県
内
各
地
で

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
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「
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
発
生
か

ら
三
年
が
過
ぎ
、
地
域
に
は
新
た

な
工
夫
を
取
り
入
れ
た
住
民
の
見

守
り
・
支
え
合
い
活
動
や
「
ほ
っ

と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
（
社
会
福
祉
法

人
連
絡
協
議
会
）」
に
よ
る
制
度

の
狭
間
に
あ
る
生
活
課
題
へ
の
取

り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

本
会
で
は
、
誰
も
取
り
残
さ
な

い
“
つ
な
が
り
で
笑
顔
輝
く 

共

生
の
ま
ち
づ
く
り
”
を
考
え
る
場

と
し
て
、「
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し

た
。記

念
講
演　

「
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
、

協
働
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

前
半
に
登
壇
し
た
記
念
講
演
の

講
師
、studio‐L代
表
、
関
西

学
院
大
学
建
築
学
部
教
授
の
山
崎

亮
さ
ん
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
し
て
全
国
各
地
で
ま
ち

づ
く
り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
総
合

計
画
づ
く
り
が
住
民
参
加
で
進
む

よ
う
、
地
域
の
課
題
を
地
域
の
人

が
話
し
合
い
を
重
ね
て
解
決
す
る

仕
組
み
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト
に
数

多
く
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

講
演
で
は
そ
の
豊
富
な
経
験
の
中
か

ら
、
地
域
住
民
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
事
例
と
し
て
、
移
転
新
築
す
る
病
院

内
に
住
民
が
集
え
る
空
間
（
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
や
ガ
ー
デ
ン
な
ど
）
を
設
け
て
交

流
を
生
み
、
健
康
に
暮
ら
せ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
応
援
す
る
病
院
と
し

て
地
域
に
根
付
い
た
事
例
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
市
の
「
高
齢
者
に
や

さ
し
い
都
市
」
構
想
に
向
け
て
、
美
術

館
の
企
画
展
を
住
民
が
考
え
る
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
、

年
齢
差
を
越
え
た
住
民
同
士
の
つ
な
が

り
や
地
域
の
活
力
が
生
ま
れ
た
例
な
ど

も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

事
例
を
通
じ
て
、
住
民
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
主
体

的
な
活
動
を
生
み
出
す
こ
と
、
こ
れ
ま

で
に
出
会
っ
た
こ
と
の
な
い
人
を
含
む

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

る
大
切
さ
な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
山
崎
さ
ん

は
、「
楽
し
そ
う
だ
と
思
え
る
こ
と
を

テ
ー
マ
に
活
動
し
、
そ
こ
か
ら
地
域
の

幸
せ
を
考
え
る
こ
と
が
地
域
共
生
社
会

の
実
現
に
つ
な
が
る
の
で
は
」
と
提
起

し
、
充
実
し
た
講
演
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「〝
ほ
っ
と
か
へ
ん
”
を
合
言
葉

に
し
た
、
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」

後
半
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
は
、
南
あ
わ
じ
市
社
会
福
祉
法
人
連

絡
協
議
会 

（
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
南

あ
わ
じ
）
代
表
の
岡
本
和
浩
さ
ん
、
福

岡
県
の
大
牟
田
市
社
協
総
合
生
活
支
援

課
課
長
で
、
社
会
福
祉
法
人
地
域
公
益

活
動
協
議
会
の
事
務
局
を
担
う
馬
場
朋

文
さ
ん
、
組
合
員
や
地
域
住
民
同
士
の

協
働
に
よ
る
助
け
合
い
活
動
を
後
方
支

援
す
る
コ
ー
プ
こ
う
べ
地
域
活
動
推
進

部
の
足
立
大
さ
ん
の
三
名
が
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
登
壇
さ
れ
、
武
庫
川
女
子
大

学
の
松
端
克
文
教
授
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
で
実
践
報
告
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
進
み
ま
し
た
。

笑顔輝く
共生のまちづくり

“笑顔”と“共生のまちづくり”につながる取り組みをレポート

今号はページを拡充し、２月17日に神戸市産業振
興センターで実施した、「共生のまちづくり」推
進フォーラムの開催報告を掲載します。

〝ほっとかへん〟を合言葉にした
共生のまちづくり

各地のプロジェクトを紹介しながら、みんなでまちづ
くりを話し合う「ワークショップ」の面白さと大切さ
を語る山崎さん
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平
成
26
年
か
ら
市
内
の
社
会
福
祉
法

人
の
協
働
で
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
公
益
活

動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

協
働
す
る
上
で
重
視
す
る
の
は
、
誰

か
一
人
だ
け
が
良
い
と
こ
ろ
取
り
を
し

な
い
こ
と
。
社
協
や
特
定
の
法
人
で
は

な
く
み
ん
な
で
活
動
を
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
各
施
設
の
職
員
が
参

加
す
る
担
当
者
会
や
、
広
報
・
災
害
・

困
窮
者
・
子
ど
も
を
テ
ー
マ
と
し
た
各

分
科
会
で
具
体
的
な
活
動
を
生
み
出
し

て
い
ま
す
。
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
の
「
ほ
っ
と
ネ
ッ
ト
食
堂
」
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
な
ど
に
取
り
組
み
ま

し
た
が
、
そ
の
都
度
１
０
０
％
は
求
め

ず
に
や
り
が
い
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
取
り
組
む
こ
と
が
活
動
を
推
進
す
る

ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

平
成
27
年
に
大
牟
田
市
社
会
福
祉
法

人
地
域
公
益
活
動
協
議
会
を
設
立
し
、

「
生
活
困
窮
者
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

各
社
会
福
祉
法
人
の
常
勤
職
員
一
人

あ
た
り
千
円
の
会
費
を
集
め
、「
ゴ
ミ

屋
敷
と
呼
ば
れ
る
家
の
清
掃
活
動
」「
生

活
困
窮
者
へ
の
食
料
・
日
用
品
等
支

援
」
な
ど
、
法
人
の
み
な
さ
ん
と
協
働

で
実
践
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
協
議
会

の
事
務
局
を
担
う
社
協
と
し
て
も
、
レ

ス
キ
ュ
ー
事
業
で
重
ね
た
実
績
を
も
と

に
、
制
度
の
狭
間
に
あ
る
課
題
を
行
政

に
示
し
政
策
提
言
に
も
つ
な
げ
て
き
ま

し
た
。
次
年
度
に
向
け
て
は
、
社
会
福

祉
法
人
以
外
の
関
係
団
体
と
も
協
働
し

な
が
ら
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

コ
ー
プ
こ
う
べ
で
は
、
各
地
区
本
部

や
店
舗
な
ど
を
拠
点
に
、
つ
な
が
り
づ

く
り
・
助
け
合
い
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

全
店
舗
で
食
品
寄
付
を
受
け
て
善
意

を
つ
な
ぐ
「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」、
見

守
り
を
兼
ね
た
配
達
を
障
害
者
が
担
う

「
買
い
物
支
援
」、
西
宮
市
な
ど
で
進
め

て
い
る
「
つ
ど
い
場
づ
く
り
」
な
ど
の

取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
活
動
は
全
て
対
話
が
ベ
ー
ス
と

な
っ
て
い
て
、
令
和
３
年
か
ら
は
、
各

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
が
集
ま
り

暮
ら
し
の
課
題
を
話
し
合
う
「
地
域
つ

な
が
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」を
始
め
ま
し
た
。

今
後
、
社
協
や
社
会
福
祉
施
設
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
と
さ
ら
な
る
協
働
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
生
み
出
せ
る
よ
う
、
コ
ー
プ
も

地
域
の
一
員
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
が
目
指
す

「
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」
に

向
け
て

松
端
教
授
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
進

ん
だ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
は
、
取

り
組
み
主
体
や
地
域
性
が
異
な
っ
て
も
、

ま
ち
づ
く
り
に
は
「
協
働
と
そ
の
前
提

に
な
る
対
話
・
協
議
」
が
不
可
欠
で
、

そ
の
協
議
に
は
、
あ
ら
た
な
つ
な
が
り

や
発
想
を
生
み
出
す
多
様
性
も
大
切
に

な
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

進
め
る
活
動
自
体
の
や
り
が
い
や
楽
し

さ
が
重
要
に
な
る
点
も
見
逃
せ
な
い
ポ

イ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
か
ら
、
県
内
市
区
町
社

協
に
は
、
制
度
の
狭
間
に
あ
る
生
活
課

題
を
把
握
し
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
地

域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
を
担
う「
ほ
っ

と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
」
が
配
置

さ
れ
ま
す
。
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

配
置
さ
れ
る
同
ワ
ー
カ
ー
も
含
め
て
、

地
域
で
活
動
す
る
全
て
の
人
に
と
っ
て

の
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
・
取
り
残

さ
れ
な
い
「
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」
に

向
け
た
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
る
場
に
な
り

ま
し
た
。

南あわじ市社会福祉法人連絡協議会
（ほっとかへんネット南あわじ）代表

岡本 和浩 さん

大牟田市社会福祉協議会
大牟田市社会福祉法人地域公益活動協議会

馬場 朋文 さん

コープこうべ　地域活動推進部 地域連携推進 統括

足立 大 さん
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食料の配布を通して、集まる人たちを
元気にしたい
新型コロナウイルスの影響で地域活動が止まり、

休業や失業などで生活に困りごとを抱える世帯が
急増しました。そのため、地域と共にできること
を始めようと、企業・事業所・個人の方々から寄
せられたお米や食品の提供を通じた生活支援を行
いました。

当初は物品の支援が中心でしたが、多く寄せら
れるようになったお米の小分け作業などのため、
ボランティア・学生・引きこもりがちな方・企業
など多方面に声を掛けました。また、クリスマス
の時期にはみんなでサンタに扮して子どものため
にお菓子の袋詰めをしました。回数を重ねた今、
立場を超えて多くの人が参加し、力を合わせる場
になっています。さらに、学生が社協のPR大使“さっ
ちゃん”に仮装して子ども食堂へ食料品を届ける
こともあり、これは子ども食堂を体感する福祉学
習の機会にもなりました。

思いが詰まった「さっちゃんまごころ
お福分けネットワーク」
食料の配布だけではなく「困ったときに相談で

きる関係を持ち続け、必要な支援につなぐネットワー
クにしたい」という考えが社協内で共有されまし
た。市社協では、このネットワークを地域住民に
知ってもらおうと、企業や事業者、市内全学校へ
チラシを配布し、公式LINEやクラウドファンディ
ングも活用。社協とのつながりが希薄だった企業
にも子どもたちを笑顔にしたいという思いを伝え、
活動への共感から物品提供などでネットワークに
参加する企業・事業所は、2団体から26団体に増
えました。

取り組みを通じて「ひとり親世帯が情報交換で
きる場が欲しい」「下の子まで塾に行かせるのは経
済的にも難しい」などの声が届き、ひとり親世帯
の交流の場「ぺあちる」、NPO法人と協力した無
償の学習支援などの事業につながりました。また、
農園と協働してひとり親世帯をいちご狩りに招待
する「いちご狩りプロジェクト」、寄付されたラン
ドセルを入学祝いとして届ける企画など、ネット
ワークは新たな活動や協力者を生み出しています。
活動に携わる市社協の内

うち
垣
がき

亜
あ

紀
き

美
み

さんは、「助け合
いの気持ちや活動がさらに広がれば」と笑顔で語
ります。

地域のニーズからつながりづくりへ
三田市社協では、新型コロナウイルスなどの影響で困りごとを抱える世帯に、企業などから寄付さ

れた食料品を配布したり、お出掛けイベントなどを通じて笑顔を届けるネットワークづくりを進めて
います。

三田市社協

取材を
終えて

「子どもたちに笑顔を」という思いを、
地域のさまざまな人・団体と共有し
たことで、思いは行動に変わり、そ
れが地域の元気につながることを感
じました。

今回、紹介するのは

三田市社会福祉協議会
☎079-559-5940

思いを伝えながら
活動することで、

共感もネットワークの
輪も広がる

活動のポイント

サンタと
さっちゃんが

お福（しあわせ）を
届けます。
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コ
ロ
ナ
禍
の
住
民
ニ
ー
ズ
に　
　

対
応
し
た
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動

ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
で
は
、
地
域

住
民
が
抱
え
る
介
護
や
障
害
、子
育
て
、

生
活
困
窮
な
ど
の
困
り
ご
と
に
、
専
門

性
を
生
か
し
て
対
応
す
る
た
め
、「
研

修
」、「
広
報
・
イ
ベ
ン
ト
」、「
課
題
解

決
」
の
3
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
に
は
、「
福
祉
相
談
会
」

を
実
施
。
立
ち
寄
り
や
す
い
よ
う
に
炊

き
出
し
と
合
わ
せ
て
開
催
し
、
令
和
元

年
度
ま
で
の
2
年
間
で
約
20
名
の
相
談

に
応
じ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
、
炊
き
出
し

を
伴
う
福
祉
相
談
会
の
開
催
を
見
合
わ

せ
つ
つ
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
取
り
組
め
る

生
活
困
窮
者
支
援
の
必
要
性
を
感
じ
、

課
題
解
決
チ
ー
ム
を
中
心
に
、
新
た
に

食
料
品
な
ど
の
物
資
の
支
援
を
行
う

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。こ

の
活
動
は
、
加
盟
法
人
か
ら
災
害

備
蓄
品
の
お
米
や
飲
料
、
ミ
ル
ク
な
ど

の
提
供
を
受
け
、
加
盟
す
る
法
人
の
入

所
施
設
な
ど
を
通
じ
て
、
物
資
を
必
要

と
す
る
方
々
に
届
け
る
も
の
で
す
。
令

和
2
年
度
以
降
、
実
施
し
た
回
数
は
計

17
回
に
上
り
ま
す
。

地
域
住
民
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る

困
り
ご
と
相
談
会

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
に
取
り
組
む

中
、
生
活
に
困
窮
す
る
方
へ
ダ
イ
レ
ク

ト
に
食
料
支
援
を
行
う
こ
と
は
難
し
く
、

自
分
た
ち
が
地
域
に
出
向
い
て
ニ
ー
ズ

を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
い
く
重
要
性
を
改
め

て
確
認
し
ま
し
た
。　
　

令
和
4
年
度
、広
報
・
イ
ベ
ン
ト
チ
ー

ム
を
中
心
に
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動

で
培
っ
た
食
料
支
援
と
相
談
会
を
組
み

合
わ
せ
、
住
民
に
な
じ
み
の
あ
る
保
育

や
障
害
者
施
設
を
会
場
に
、
小
地
域
で

の
「
困
り
ご
と
相
談
会
」
と
し
て
再
開

し
ま
し
た
。

事
前
に
地
域
の
高
齢
者
が
集
う
喫
茶

店
な
ど
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
り
、
保

育
施
設
の
秋
祭
り
に
合
わ
せ
て
開
催
し

た
り
と
工
夫
し
た
結
果
、
開
催
当
日

は
、
食
料
配
布
を
通
じ
て
90
名
を
超
え

る
方
々
と
出
会
い
、
話
を
伺
う
機
会
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

困
り
ご
と
相
談
会
で
は
高
齢
者
の
生

活
相
談
や
子
ど
も
の
食
育
に
関
す
る
相

談
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
、
専
門
職
が
悩
み

に
寄
り
添
い
助
言
し
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
、「
身
近
な
施
設
だ
か
ら
安
心

し
て
参
加
で
き
た
。
ま
た
何
か
困
っ
た

ら
相
談
し
よ
う
と
思
う
」
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
高
齢
・
障
害
・
保
育
・

児
童
な
ど
各
分
野
の
専
門
職
約
15
名
が
、

そ
ろ
い
の
ビ
ブ
ス
を
着
用
し
、
マ
ス
ク

と
一
緒
に
相
談
窓
口
の
あ
る
施
設
一
覧

や
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
の
活
動
内
容

を
記
載
し
た
チ
ラ
シ
も
配
布
。「
困
っ

た
時
の
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
」
の
存

在
を
地
域
の
方
々
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。ほ

っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
の
事
務
局
は
、

「
１
人
で
も
多
く
の
人
に
身
近
な
と
こ

ろ
に
相
談
で
き
る
場
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
知
っ
て
ほ
し
い
。
引
き
続
き
、
法

人
間
の
連
携
を
強
化
し
、
住
民
の
生
活

を
支
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

各
施
設
に
相
談
窓
口
の
目
印
と
な
る
の

ぼ
り
を
設
置
し
、
今
後
も
住
民
に
寄
り

添
う
活
動
を
展
開
し
よ
う
と
チ
ー
ム
で

協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
長
田

事
務
局：

 

長
田
区
社
会
福
祉
協
議
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ：

０
７
8−

5
7
9−

2
3
1
1

長田区社会福祉法人連絡協議会
（ほっとかへんネット長田）

“社会福祉法人”の安心感を生かした　　　　　　　　　　
地域の困りごと相談の取り組み

平成29年2月に設立した「長田区社会福祉法人連絡協議会」（以下、「ほっとかへんネッ
ト」）には、区内の26法人が参画しています。

今回は、地域住民が気軽に立ち寄れる「困りごと相談会」の取り組みを紹介します。

身近な場所で相談会を開くことで、
住民が通りすがりに立ち寄り相
談につながりました

フードドライブでは、

お米やカップ麺などの

食料品の他、 日用品、

衣類なども配られました
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セルフヘルプグループの
県内に拠点を置いて活動する自助グループを紹介します

リアル

手をつなぐ育成会は、昭和27年に、
知的障害の子どもを持つ3人のお母

さんが、障害のある子の幸せを願い立ち
上げました。県組織も昭和31年に設立され、
今では県内全ての市町で組織化されてい
ます。
たつの市では、昭和36年に行政からの
呼びかけに応じる形で発足しました。事務
局を行政が担っていることもあり、行政は
もちろん学校との連携も取りやすいです。

保護者が4～5人ずつのグループに分かれて自
由におしゃべりをする「茶話会」の場を大切に

しています。愚痴をいっぱい言ってもいいし、我が子の
おもしろエピソードを話してもいい。あえてテーマを決
めず、気兼ねなく話をしてもらうことで、思わず本音が
出たり、気持ちの整理ができます。会員ではない保護者
や学校関係者にも参加してもらい、つながりの輪が広がっ
ています。
また、子どもから大人まで皆が気軽に参加できる「よ
さこい交流」を毎月行っています。その他にさまざまな
ジャンルの曲を練習し、元気に楽しく踊ります。年２回
程度、レクリエーションやイベントに参加しています。

目の不自由な人には白い杖、脚の不自由な人には車いす、それぞれに支援ツールがありますが、
知的障害を持つ人が社会の中で安心して暮らすためには、「障害に理解のある人」が増えることが

必要です。
この世界には、障害を持つ人、これから障害を持つかもしれない人、この２通りしかありません。知的
障害を持つ人が身近にいることに気付き、他人事ではないと感じてもらうきっかけになればと、育成会の
会員や行政、市民有志で、啓発グループ「ぴーす＆ピース」を結成し、自治会や学校で「知的・発達障害
擬似体験」を行っています。
これからも、何でも気軽に相談してもらえる「社会資源」になれるよう、育成会の活動を続けていきた
いです。

Ａ.

Ａ.

Ａ.

たつの市手をつなぐ育成会
　たつの市の知的障害・発達障害の子どもを持つ親の会「たつの市手をつなぐ育成会」。行政や教育機関との
連携を図りながら、親同士の交流に力を入れています。会長の矢野一隆さんにお話を伺いました。

グループの概要

Ｑ１.グループ発足のきっかけは

Ｑ３.社会に望むことや目標は何ですか

Ｑ２.
現在どのような活動に力を入れてい

ますか

名　　　称 たつの市手をつなぐ育成会
よさこい交流 月１回　第２日曜日　10：00～11：00　
 新宮スポーツセンター（Zoom配信あり）
茶　話　会 年２～３回　平日午前　たつの市福祉会館
Facebook https://www.facebook.com/Tatsunoikusei/
 ne.jp

ホームページ 公益財団法人 兵庫県手をつなぐ育成会
 http://www.tsunaguiku.sakura.ne.jp/
 index.html

手袋をはめた状態でお札を数え、手先の動き
にくい感覚を体験する様子。

「擬似体験」では、手先の動かしにくさやコミュ
ニケーションのもどかしさなどを体験します

「よさこい交流」は、
親にとって情報交換の場

にもなります
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「
通
い
た
い
」と
思
え
る
施
設
を

教
員
を
し
て
い
た
頃
、
身
近
な
人
が

発
達
障
害
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
全

国
の
施
設
を
回
り
ま
し
た
。ど
こ
も
暗
く
、

社
会
か
ら
蓋
を
さ
れ
た
空
間
の
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
通
い
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
に
な
る
よ
う
な
、
む
し

ろ
通
う
こ
と
に
優
越
感
さ
え
抱
く
よ
う

な
、
他
に
は
な
い
場
所
を
自
分
の
手
で

つ
く
ろ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

美
容
師
の
経
験
で
お
し
ゃ
れ
が
持
つ

力
を
知
っ
て
い
た
の
で
、“
お
し
ゃ
れ

な
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
”
を
と
い
う

発
想
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
視

覚
か
ら
受
け
る
影
響
は
非
常
に
大
き
く
、

そ
の
感
覚
的
な
力
は
、
時
に
価
値
観
・

既
成
概
念
を
覆
し
ま
す
。
こ
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の
面
白
さ
を
福
祉
と
組
み
合
わ

せ
、
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
を
刷
新
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
昨
年
の
パ
リ
コ
レ

進
出
も
そ
の
延
長
線
上
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

共
感
し
合
え
る
仲
間
と
一
緒
に

自
分
一
人
で
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ

る
の
で
、
人
を
周
り
に
集
め
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。た
だ
、「
や
っ
て
あ
げ
る
」

と
い
う
関
係
性
で
は
な
く
、
共
感
し
て

集
ま
っ
た
仲
間
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を

発
揮
し
て
活
躍
す
る
、フ
ラ
ッ
ト
な
チ
ー

ム
で
す
。
凸
凹
が
あ
る
の
は
当
た
り
前

な
の
で
、
ミ
ス
は
責
め
ま
せ
ん
。
こ
れ

は
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
み
ら
い

教
室
」
の
運
営
に
も
通
じ
ま
す
が
、
自

分
に
で
き
る
こ
と
・
で
き
な
い
こ
と
を

知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
で
き
な
い
こ

と
は
背
伸
び
し
な
く
と
も
誰
か
に
頼
れ

ば
い
い
。
ス
キ
ル
の
有
無
よ
り
、
一
緒

に
ワ
ク
ワ
ク
で
き
る
仲
間
を
見
つ
け
る

こ
と
が
圧
倒
的
に
大
事
で
す
。

ま
た
、
現
代
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
発

信
し
た
り
、
つ
な
が
っ
た
り
と
、
何
者

で
も
な
い
人
が
世
の
中
を
動
か
せ
る
時

代
で
す
。
最
近
は
、
福
祉
関
係
の
経
営

者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
増
や
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
声

が
波
及
す
れ
ば
、
一
人
一
人
に
と
っ
て

の
「
当
た
り
前
」
が
変
わ
る
は
ず
。
福

祉
業
界
を
変
え
る
た
め
に
、
発
信
力
を

持
っ
た
経
営
者
、
共
感
し
合
う
仲
間
を

増
や
し
た
い
で
す
。

〝
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
〟
な
社
会
を

目
指
し
て

社
会
に
は
、
性
、
人
種
、
障
害
な
ど

多
く
の
“
ボ
ー
ダ
ー
”
が
存
在
し
ま
す

が
、
そ
れ
を
い
か
に
壊
せ
る
か
を
考
え

て
い
ま
す
。
違
い
を
受
け
入
れ
ら
れ
ず

と
も
、
反
発
は
し
な
く
て
い
い
は
ず
で

す
。
ま
ず
は
「
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る

ん
だ
」
と
受
け
止
め
、
納
得
で
き
れ
ば

受
け
入
れ
た
ら
い
い
。“
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
”

と
は
そ
う
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
実
現
に
は
“
今
”
を
変
え
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
。
目
の
前
の
課
題
か
ら

さ
え
も
目
を
そ
ら
す
、“
ダ
サ
い
大
人
”

に
は
な
り
た
く
な
い
。
身
近
な
と
こ
ろ

で
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
れ
ば
い
い
と

思
い
ま
す
。「
福
祉
も
色
々
で
き
る
」

と
い
う
こ
と
を
、
先
駆
者
と
し
て
若
い

世
代
に
示
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

このコーナーでは、地域福祉のキー
パーソンや実践者・当事者らのエピ
ソード・思いを紹介していきます。

「みらい教室」は、尼崎市内に４教室を展開。
マンツーマンで一人一人の“凸”を伸ばし
ます

車イスのモデルがランウェイを歩いたのは
パリコレ史上初！挑戦の様子はSNSなど
でも発信中です
https://twitter.com/KeiHirabayashi

迷ったときは、
ワクワクする方へ！

私のモットー

「福祉」のイメージを
根底からひっくり返す！
平
ひら

林
ばやし

 景
けい

 さん（尼崎市）   
株式会社とっとリンク　代表取締役
一般社団法人日本障がい者ファッション協会（JPFA）　代表理事

Personal History
平成26年 美容学校の教員として在籍していた学校法人三幸学園で、

東京未来大学こどもみらい園を立ち上げ
平成28年 独立。株式会社とっとリンクを設立
平成29年 放課後等デイサービスみらい教室を開設
令和元年 一般社団法人日本障がい者ファッション協会を設立し、

同代表理事に就任
令和4年 パリ・コレクションにファッションブランドbottom’all

を出展

11 hyogo no fukushi     2023.3-4



●
ひ

ょ
う

ご
の

福
祉

 第
846号

　
 ●

発
行

所
／

社
会

福
祉

法
人

 兵
庫

県
社

会
福

祉
協

議
会

　
〒

651-0062　
神

戸
市

中
央

区
坂

口
通

2丁
目

1番
1号

　
TEL 078（

242）4633　
FAX 078（

242）4153
令

和
5年

3月
15日

発
行

　
 ●
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尾
山

 健
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U
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w
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w
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el.or.jp/
見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

寄
付
の
お
礼

今
号
で
は
、
1
月
以
降
に
温
か
な
善

意
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
団
体
を
紹
介

し
ま
す
。

■
六
甲
有
馬
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
フ
ェ

■
六
甲
有
馬
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
フ
ェ

ス
タ
実
行
委
員
会

ス
タ
実
行
委
員
会
様
よ
り
、
善

意
銀
行
（
児
童
福
祉
）
に
寄
付

■
ア
フ
ラ
ッ
ク
近
畿
法
人
ア
ソ
シ

■
ア
フ
ラ
ッ
ク
近
畿
法
人
ア
ソ
シ

エ
イ
ツ
会

エ
イ
ツ
会
様
よ
り
、
善
意
銀
行

（
高
齢
者
福
祉
）
に
寄
付

温
か
な
善
意
に
対
し
、
こ
こ
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

～安心してボランティア活動をするために～ ボランティア・市民活動災害共済のご案内
傷害給付 ボランティア活動中の事故によるケガの補償

（通院１日4,200円・入院１日9,000円

賠償責任給付 ボランティア活動中の事故により第三者の身体または財物に対する
損害を与えた際の補償（５億円限度）

死亡見舞金 傷害給付の対象とならない事由で亡くなられた際に給付（10万円）

お問い合わせ・加入申し込み先／最寄りの市区町社会福祉協議会のボランティアセンター
実施・運営主体／兵庫県社会福祉協議会 地域福祉部 TEL 078-242-4634  FAX 078-242-0297
取扱代理店／株式会社 兵庫福祉保険サービス TEL 078-735-0166  FAX 078-735-1890
引受保険会社／三井住友海上火災保険株式会社 TEL 078-331-8502

500円

年間掛金
1名につき

※所定の申込書と掛金を受付した翌日から、2024年3月31日
　までが加入期間となります。　※2023年度補償内容です。
※新年度の加入申し込みは、2023年3月から受付を開始します。

“
福
祉
で
働
く
価
値
を
問
う
”

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

2
月
16
日
、
県
社
協
が
事
務
局
を
担

う
、県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会
は
、

「
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
兵
庫
大
会
」

を
開
催
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
同
時
配
信
で

近
畿
府
県
か
ら
２
４
２
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

植
草
学
園
大
学
野
澤
和
弘
教
授
の
講

演
で
は
、
大
学
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
寝
た

き
り
の
A
L
S
患
者
と
出
会
い
交
流

し
た
こ
と
で
、
価
値
観
の
転
換
を
迫
ら

れ
福
祉
の
道
に
進
ん
だ
東
大
生
の
話
を

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
こ
れ
か

ら
の
人
材
確
保
は
単
な
る
労
働
力
不
足

の
穴
埋
め
で
は
な
い
。
人
間
と
し
て
大

切
な
も
の
に
つ
い
て
考
え
、
自
ら
を
か

け
る
べ
き
仕
事
は
何
か
、リ
ー
ダ
ー
は
、

福
祉
の
現
場
は
、
こ
れ
ま
で
の
価
値
観

を
覆
す
ほ
ど
の
機
会
を
提
供
で
き
る
職

場
で
あ
る
こ
と
を
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
話
さ
れ
、
現
場
の
魅
力
や
価

値
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。続

い
て
、
㈱
people 

first代
表

取
締
役
八
木
洋
介
氏
よ
り
「
人
事
」
と

い
う
視
点
で
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

八
木
氏
は
㈱
LIX
IL執
行
役
副
社

長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た
人
事
の
プ
ロ
で

あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
に
必
要
な
「
力
量
」

な
ど
に
つ
い
て
、
自
身
の
実
体
験
か
ら

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
組
織
の
活
力
を
上
げ
る
上
司
に
な

る
に
は
“
永
遠
の
き
れ
い
ご
と
お
じ
さ

ん
”
に
な
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
な

ど
、
印
象
に
残
る
言
葉
で
リ
ー
ダ
ー
論

を
語
ら
れ
、
参
加
者
も
熱
心
に
聞
き
入

り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
福
祉
の
魅
力
を
世

間
に
ど
う
伝
え
る
か
考
え
る
機
会
と

な
っ
た
」「
自
分
の
思
い
や
軸
を
職
員

に
し
っ
か
り
語
っ
て
い
き
た
い
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
人
材
育
成
の
場

面
や
組
織
変
革
で
も
、
魅
力
あ
る
リ
ー

ダ
ー
が
必
要
だ
と
強
く
示
唆
さ
れ
た
セ

ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

県社協TOPICS

野澤氏（写真右）からは、福祉の魅力や価値を発信す
る大切さを、八木氏（写真左）からは、人事の視点か
らリーダーのあり方について講演いただきました

ト
ル
コ
地
震
の
被
災
者
に

温
か
い
支
援
を

　
ト
ル
コ
共
和
国
で
発
生
し
た
地
震
が

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

県
社
協
で
は
、
県
や
そ
の
他
の
団
体
と

と
も
に
「
令
和
5
年
ト
ル
コ
地
震
兵
庫

県
義
援
金
募
集
委
員
会
」
に
参
画
し
、

義
援
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

https://w
eb.pref.

hyogo.lg.jp/kk41/

turkeyearthquake.

htm
l


